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目
　
　
　
　
次

3
月
　　
日
全
木
連
・
全
木
協
連
等
団
体
の

２５通
常
総
会
に
向
け
た
平
成
　　
年
決
算
、

２６

　
　
事
業
報
告
、
事
業
計
画
　（　）案
を
審
議

　
決
算
理
事
会
・
総
会
等
を
開
催

　
さ
る
３
月
　　
日
、
東
京
・
新
木
場
の

２５

木
材
会
館
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
の
代

表
者
が
出
席
し
、
全
木
連
・
全
木
協
連

等
合
同
正
副
会
長
会
議
、
全
木
連
、
全

木
協
連
の
総
会
、
理
事
会
、
木
退
共
理

事
会
お
よ
び
政
治
連
盟
常
任
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
各
団
体
の
平
成
　　
年
度
事

２６

業
報
告
、収
支
決
算
見
通
し
及
び
平
成
　　２７

年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
等
の

審
議
が
行
わ
れ
た
。

全
木
連
・
吉
条
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
平
成
　　
年
は
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

２６

や
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
期
間
の

終
了
な
ど
も
あ
り
、
新
規
住
宅
着
工
は

全
体
で
八
九
万
二
千
戸
う
ち
木
造
住
宅

は
四
八
万
九
千
戸
と
前
年
を
大
き
く
下

回
り
、
前
々
年
と
同
水
準
の
実
績
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
住
宅
着

工
の
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
中
、

住
宅
以
外
の
都
市
で
の
木
材
需
要
拡
大

と
と
も
に
木
材
需
要
構
造
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
産
業
構
造
の
確
立
等

が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
改

め
て
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
　

　
森
林
資
源
が
充
実
し
、
木
材
利
用
が

環
境
に
貢
献
す
る
こ
と
や
地
方
創
生
の

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
へ
の

理
解
が
広
が
り
を
見
せ
て
く
る
中
、
都

市
で
の
木
材
需
要
拡
大
の
た
め
に
は
、

木
材
の
耐
火
性
能
等
の
技
術
的
課
題
を

克
服
し
、
戦
後
永
く
続
い
て
き
た
街
づ

く
り
に
お
け
る
非
木
材
化
の
流
れ
を
変

え
「
木
材
を
優
先
す
る
（
ウ
ッ
ド
フ
ァ

挨拶をする全木連吉条会長

　
全
木
連
理
事
会
総
会

　
吉
条
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、５
月
　　１２

日
に
開
催
予
定
の
第
　　
回
通
常
総
会
へ

７６

の
報
告
事
項
並
び
に
提
出
議
案
と
し
て
、

平
成
　　
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
見

２６

通
し
が
事
務
局
よ
り
説
明
さ
れ
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
地
方

創
生
が
大
き
な
社
会
的
課
題
に
な
る
中
、

木
材
利
用
を
優
先
す
る
社
会
（
ウ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
）
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
、
住
宅
以
外
へ
の
木
材
利
用
拡

大
へ
の
取
り
組
み
、
木
育
等
国
民
の
木

材
利
用
へ
の
理
解
を
得
て
い
く
た
め
の

積
極
的
な
普
及
活
動
へ
の
取
り
組
み
等

を
主
な
内
容
と
す
る
平
成
　　
年
度
事
業

２７

計
画
案
と
そ
れ
ら
計
画
に
基
づ
く
収
支

予
算
案
等
が
上
程
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

一
面
　
全
木
連
・
全
木
協
連
の
理
事
会

　
　
　
総
会
開
催

二
面
　
全
木
連
　
地
域
材
利
用
拡
大
事
　

　
　
　
業
の
事
務
局
担
当

三
面
　
木
材
利
用
拡
大
策
の
強
化
等
要

　
　
　
請
、
合
法
木
材
事
業
者
セ
ミ
ナ

　
　
　
ー
開
催
、
「
新
た
な
木
材
利
用
」

　
　
　
事
例
発
表
会
開
催

四
面
　
第
　　
回
J
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推

４２

　
　
　
進
展
示
会
表
彰
式
開
催
、
景
況

　
　
　
調
査
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ー
ス
ト
）
街
づ
く
り
」
へ
と
向
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
森
林
・
林
業

・
木
材
産
業
の
活
性
化
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
、
昨
年
　　
月
の
全
国
木
材
産

１０

業
振
興
大
会
で
は
、
木
材
利
用
拡
大
な

く
し
て
森
林
・
林
業
の
活
性
化
は
成
し

え
な
い
と
の
認
識
の
下
、「
ウ
ッ
ド
フ
ァ

ー
ス
ト
社
会
の
実
現
」
へ
向
け
た
共
同

宣
言
を
全
国
森
林
組
合
連
合
会
と
の
間

で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
国

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る

よ
う
森
林
・
林
業
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
の
先
頭
に
全
木
連
が
立

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
下
、

平
成
　　
年
度
事
業
計
画
等
を
組
立
て
た

２７

と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
県
木
連
の
支
援
・

協
力
を
お
願
い
す
る
。

全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
常
任
委
員
会

　
平
成
　　
年
度
事
業
報
告
、収
支
決
算
、　　

２６

２７

年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
審

議
さ
れ
た
。
市
町
村
で
の
木
材
利
用
方

針
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
や
要
請
行

動
の
成
果
と
し
て
軽
油
引
取
税
の
免
税

措
置
延
長
等
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ

た
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
が
承
認
さ
れ
た
。

木
材
退
職
金
共
済
会
理
事
会

　
事
務
局
か
ら
事
業
報
告
及
び
計
画
案

が
説
明
さ
れ
た
後
、
従
業
員
福
祉
の
増

進
と
産
業
の
振
興
を
図
る
と
い
う
定
款

の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
制
度

の
普
及
推
進
活
動
、
加
入
促
進
活
動
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が
承
認

さ
れ
た
。

き
上
げ
に
始
ま
り
、
年
末
の
総
選
挙
な

ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
一
年
、
消
費
者
の
方
々

の
木
材
利
用
へ
の
関
心
は
間
違
い
な
く

高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
建
築
、
設
計

な
ど
我
々
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
方
々
に

も
木
材
利
用
へ
の
関
心
が
今
ま
で
以
上

に
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
心

の
高
ま
り
は
、
木
材
利
用
拡
大
を
進
め

て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
昨
年
　　
月
に
東
京
で
開
催
し
た
全
国

１０

木
材
産
業
振
興
大
会
で
は
「
新
た
な
木

材
利
用
へ
の
挑
戦
で
、
木
材
産
業
の
創

造
的
再
興
―
木
材
利
用
で
街
に
第
二
の

森
林
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
こ

う
し
た
追
い
風
を
生
か
す
た
め
、
森
林

・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
木
材
利
用
拡
大
運
動
へ
の
取
り

組
み
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
品
質
・
性
能
の

確
か
な
木
材
の
供
給
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
で

の
木
材
利
用
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
取

り
組
む
べ
く
大
会
宣
言
決
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
林
野
庁
に
よ
る
木
材
利
用
拡

大
の
た
め
の
平
成
　　
年
度
補
正
予
算
に

２６

よ
る
事
業
も
措
置
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
会
員
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
補

助
事
業
の
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
大
会

決
議
に
基
づ
い
た
木
材
利
用
の
推
進
の

た
め
の
取
り
組
み
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

会
議
で
は
、
地
域
材
利
用
促
進
の
た
め

の
利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に
対
す
る
支
援
、

共
同
事
業
・
共
済
事
業
な
ど
来
年
度
に

お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
業
に
関
す

る
計
画
や
予
算
を
ご
審
議
い
た
だ
く
こ

と
と
い
た
し
て
い
る
の
で
、
活
発
な
る

ご
審
議
を
お
願
い
す
る
。

　
全
木
連
が
平
成
　　
年
度
補
正
事
業
・

２６

　
　
木
造
住
宅
等
地
域
材
利
用
拡
大
事
業
の

全
木
協
連
理
事
会
総
会

　
冒
頭
、
坂
東
会
長
か
ら
、
挨
拶
が
行

わ
れ
た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
全
木
協
連
の
議
事
で
は
、５
月
の
第
　　５５

回
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
と
し
て
の

平
成
　　
年
度
事
業
報
告
、決
算
見
込
み
、　　

２６

２７

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
は
じ
め

４
議
題
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

　
特
に
、
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
保
険
へ

の
加
入
に
つ
い
て
は
、
全
木
協
連
の
安

定
し
た
事
業
運
営
の
た
め
に
も
促
進
を

図
る
必
要
が
あ
り
、
加
入
目
標
（
１
都

道
府
県
木
協
連
あ
た
り
毎
月
２
名
の
加

入
、
年
間
で
　　
名
）
を
設
定
し
、
そ
れ

２４

に
向
け
た
取
り
組
み
等
が
要
請
さ
れ
た
。

全
木
協
連
・
坂
東
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　
平
成
　　
年
度
は
、
４
月
の
消
費
税
引

２６

　
　
　
　
事
務
局
を
担
当

　
平
成
26
年
度
補
正
事
業
（
事
業
費
　　２０

億
円
）
の
事
務
局
に
全
木
連
が
選
ば
れ
、

全
国
の
事
業
実
施
団
体
と
の
調
整
役
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
３
月
　　
日
に
は
、

１６

事
業
実
施
団
体
を
集
め
、
事
業
説
明
会

を
開
催
し
た
。

　
同
事
業
で
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
効
果
的
な
木
材
利
用
の
拡
大
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後

効
果
的
な
地
域
材
利
用
拡
大
の
取
り
組

全木協連坂東会長による挨拶

み
が
、
事
業
主
体
と
な
っ
た
各
県
木
連

に
よ
り
、
各
地
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
全
木
連
事
務
局
の
事
業
主
体

へ
の
支
援
体
制
は
、
森
田
常
務
を
中
心

に
大
池
、
奥
村
で
担
当
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
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W
ood　F

irst

　
　合
法
木
材
に
関
す
る
事
業
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
に
ら
み

　農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
へ

　
　
　木
材
利
用
拡
大
策
の

　
　
　　
強
化
等
に
つ
い
て
要
請

　第
６
回
「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会
を

　　「
木
材
利
用
の
意
義
と
効
果
の
見
え
る
化
」
を

　
　
　
　
　　
テ
ー
マ
に
開
催

分
に
理
解
を
し
て
い
る
。
従
前
か
ら
木

材
産
業
に
対
し
て
応
援
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
活

性
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
発

言
が
行
わ
れ
、
幅
広
く
意
見
交
換
を
行

い
会
見
を
終
了
し
た
。

を
導
き
出
す
場
の
提
供
を
目
的
に
２
月
　　２７

日
日
比
谷
図
書
文
化
館
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
セ

ミ
ナ
ー
に
は
、
各
業
界
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
一

般
市
民
等
か
ら
百
三
五
名
の
参
加
が
あ

り
、
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
等
が
行

わ
れ
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の
岩
瀬
氏
、

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
ア
ジ
ア
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
武
内
氏
、
日
本
合
板
工
業
組
合
連
合

会
の
川
喜
多
氏
、
日
本
家
具
産
業
振
興

会
の
丸
山
氏
お
よ
び
全
木
連
の
森
田
常

務
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
認
証
材
、
合

法
木
材
等
の
展
望
に
つ
い
て
の
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
た
。

熱気にあふれるセミナー会場

講演を行う木口コーディネーター

の
改
正
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
制

度
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
っ
た
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
見
は
終
了
し

た
。

　
ま
た
、
２
月
　　
日
に
は
、
吉
条
会
長
、

１２

島
田
副
会
長
、
瀬
戸
口
審
議
役
が
農
林

水
産
省
大
臣
室
に
お
い
て
西
川
農
林
水

産
大
臣
に
対
し
て
予
算
、
税
制
で
の
木

材
産
業
に
対
す
る
配
慮
に
対
し
て
の
御

礼
並
び
に
　
　
　
　
　
　（
ウ
ッ
ド
フ
ァ

ー
ス
ト
）社
会
実
現
に
向
け
て
の
支
援
要

請
し
た
。

　
西
川
大
臣
か
ら
は
、
地
方
経
済
の
活

性
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
お
け
る
森

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
〇
〇
六
年
以
来
、

徐
々
に
木
材
産
業
界
に
お
け
る
「
合
法

木
材
」
へ
の
認
識
が
向
上
し
て
き
て
い

る
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
控
え
、「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、

木
材
で
魅
せ
る
街
の
実
現
を
」
を
テ
ー

マ
に
、
住
宅
関
連
業
界
、
ゼ
ネ
コ
ン
業

界
等
他
業
種
を
対
象
と
し
、
合
法
木
材

利
用
の
裾
野
を
広
げ
る
「
き
っ
か
け
」

　
２
月
　　
日
木
材
会
館
７
階
ホ
ー
ル
に

１２

お
い
て
、
全
木
連
、
木
材
利
用
推
進
中

央
協
議
会
主
催
で
、
新
た
な
木
材
利
用

事
例
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
部
「
木
材
利
用
の
意
義
と
そ
の

見
え
る
化
」
で
は
、
東
海
大
学
杉
本
洋

文
教
授
か
ら
「
中
・
大
規
模
建
築
物
を

木
造
化
・
木
質
化
す
る
科
学
的
根
拠
と

そ
の
評
価
」、独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
木
口

実
氏
か
ら
「
木
の
街
づ
く
り
事
例
と
そ

の
効
果
」
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
第
２
部
の
「
木
材
を
使
っ
た
街
づ
く

り
事
例
と
そ
の
評
価
」
で
は
、
埼
玉
大

学
浅
田
茂
裕
教
授
か
ら
「
学
校
の
木
質

化
と
児
童
・
生
徒
・
先
生
の
意
識
」、筑

波
大
学
安
梅
勅
江
教
授
か
ら
「
木
育
と

木
材
利
用
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
効
果
：

生
涯
発
達
に
お
け
る
科
学
的
根
拠
」、秋

田
県
林
業
木
材
産
業
課
泉
山
吉
明
班
長

か
ら
「
秋
田
県
の
木
造
・
木
質
化
事
例

の
効
果
と
新
た
な
流
れ
」、港
区
環
境
課

地
球
温
暖
化
対
策
担
当
課
早
藤
潔
係
長

か
ら
「
み
な
と
モ
デ
ル
に
よ
る
都
市
開

発
事
例
の
状
況
と
効
果
」
に
つ
い
て
発

表
さ
れ
た
。

西川農林水産大臣に要請書を手渡す吉条会長

太田国土交通大臣に現状を説明する吉条会長

　
全
木
連
で
は
、
木
材
利
用
に
吹
く
追

い
風
を
受
け
て
、
農
林
水
産
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
に
対
し
て
木
材
利
用
拡
大
に

対
す
る
支
援
の
要
請
を
相
次
い
で
行
っ
た
。

　
１
月
　　
日
、
全
木
連
・
吉
条
会
長
、

２２

島
田
副
会
長
、
瀬
戸
口
審
議
役
が
、
太

田
国
土
交
通
大
臣
を
国
土
交
通
省
大
臣

室
に
訪
ね
、
太
田
大
臣
政
策
政
治
コ
ラ

ム
（
　　
月
　　
日
）
で
の
「
公
共
建
築
物

１２

３０

等
へ
の
積
極
的
な
木
材
利
用
拡
大
を
」

と
い
う
内
容
の
記
事
に
対
す
る
御
礼
と

と
も
に
今
後
の
支
援
を
要
請
し
た
。
会

見
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
関
係
の
深
ま

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
国
土
交
通
省
関

係
部
局
か
ら
の
多
く
の
関
係
者
が
同
席

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
宅
局
、
官
庁

営
繕
部
を
中
心
に
し
た
住
宅
・
公
共
建

築
物
等
へ
の
木
材
利
用
に
対
す
る
国
土

交
通
省
の
積
極
的
な
姿
勢
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
対
す

る
要
請
を
行
っ
た
。

　
太
田
大
臣
か
ら
は
、
林
業
・
木
材
産

業
の
現
状
は
、
戦
後
造
成
し
た
森
林
の

成
長
と
と
も
に
、
資
源
が
充
実
し
て
い

る
中
で
、
木
材
の
活
用
は
地
球
温
暖
化

防
止
や
地
方
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
木

材
は
、
我
が
国
の
貴
重
な
天
然
資
源
で

あ
り
、
そ
の
活
用
は
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
学

校
の
３
階
建
て
校
舎
へ
の
建
築
基
準
法
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景況調査
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕
当月の状況

当月の状況
〔製造部門〕

来月の見通し

プレカットの動向

来月の見通し

プレカットの動向

3か月後相場予想

3か月後相場予想

北洋材（欧州材を含む）

北洋材（欧州材を含む）

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材
建 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材

発注後、加工ま
での待ち時間

発注後、加工ま
での待ち時間

保ち合い

保ち合い

平成27年4月1日（水） （第664号）

27年2月分集計表
モニター数111　　回答数73　　回収率66％

モニター数143　　回答数86　　回収率60％

増加29％（21）
増加26％（19）
上昇18％（13）
上昇29％（21）

増加33％（24）
増加29％（21）
上昇17％（12）
上昇25％（18）

強　含　み
31％（19）
41％（23）
19％（12）
16％（11）
17％（11）

1ヵ月以内
85％（51）

66％（40）
52％（29）
76％（47）
70％（49）
70％（44）

1ヵ月
13％（　8）

減少26％（19）
減少29％（21）
下降　5％（　4）
下降　8％（　6）

減少14％（10）
減少19％（14）
下降　8％（　6）
下降　7％（　5）

弱　含　み
　3％（　2）
　7％（　4）
　5％（　3）
14％（10）
13％（　8）

1ヵ月以上
　2％（　1）

変わらず45％（33）
変わらず45％（33）
変わらず77％（56）
変わらず63％（46）

変わらず53％（38）
変わらず51％（37）
変わらず75％（54）
変わらず68％（49）

変わらず41％（35）
変わらず47％（40）
変わらず62％（53）
変わらず66％（56）

変わらず48％（41）
変わらず51％（44）
変わらず77％（66）
変わらず72％（62）

増加24％（21）
増加20％（17）
上昇　8％（　7）
上昇16％（14）

増加33％（28）
増加33％（28）
上昇　6％（　5）
上昇13％（11）

強　含　み
53％（17）
56％（15）
38％（12）
22％（16）

1ヵ月以内
80％（16）

34％（11）
37％（10）
50％（16）
47％（35）

1ヵ月
15％（　3）

減少35％（30）
減少34％（29）
下降30％（26）
下降18％（15）

減少20％（17）
減少16％（14）
下降17％（15）
下降15％（13）

弱　含　み
13％（　4）
　7％（　2）
13％（　4）
31％（23）

1ヵ月以上
　5％（　1）

―　4　―

　
集
ま
っ
た
百
五
十
名
の
聴
衆
か
ら
は
、

「
木
材
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
地
方
創
生
だ
け
で
な
く
、

大
き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。」「
も
っ
と
、
木
材
を
使
う
こ

と
の
効
果
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
努
め
る
こ
と
で
、
公
共
建
築
物

な
ど
の
木
造
化
・
木
質
化
も
進
む
の
で

は
な
い
か
。」と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

大
変
有
意
義
な
事
例
発
表
会
と
な
っ
た
。

　
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全
日
本
木

材
市
場
連
盟
、
全
国
木
材
市
売
買
方
組

合
連
盟
共
催
の
第
42
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
　製
材
品

普
及
推
進
展
示
会
が
、
２
月
　　
日
ホ
テ

１９

ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ
め

各
賞
、
並
び
に
優
良
開
催
市
場
へ
の
感

シェルター安達取締役による記念講演

謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
記

念
講
演
で
は
、
２
時
間
耐
火
で
初
の
大

臣
認
定
を
受
け
７
階
建
て
木
造
ビ
ル
を

計
画
中
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
㈱
シ
ェ
ル

タ
ー
の
安
達
取
締
役
が
「
木
造
耐
火
構

造
に
よ
る
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
と

J
A
S
製
材
品
の
課
題
」
と
題
し
て
、

耐
火
構
造
に
よ
る
木
材
需
要
拡
大
の
取

り
組
み
の
課
題
と
今
後
の
方
向
に
つ
い

て
講
演
を
行
っ
た
。

間伐紙（木になる紙）を使用しています。


